

















































































































































































































































し :で息 ことがあ ら も、
76 
浜田痔文:書評 佐古秀一・曽余田浩史・武井敦史『学校づくりの組織論』
置はありうるだろうが、学校経営研究者として学校づくりの実践に向き合うその有り様を明示し
つつ、そこから見出された学校札織論の知見を相互交流するということが必要だといえよう。
本書は、大学院の学校系出哉論関係の授業科目において、おそらく類書と比べても最適なテキス
トの一つだと思う。とりわけ00鼓教員の院生との議論では、紘織理論をともに学び直し、学校組
織の特徴を1今味しながら具体的な'判交の現実を絡み合わせつつじっくりと思考をめぐらすことの
できる好著だと思う。
注
1 浜田博文編著『学校を変える新しい力』小学館， 2012年
-77 -
